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【緒言】 (K,Na)NbO3 膜は環境適応性の高い非鉛圧電体の中で、比較的高い圧電性を有してお

り、多くの研究がなされている。種々の作製法の中で、水熱法は 300°C 以下の低温で作製が可能

なため、他の作製方法で指摘されていた Kや Na の揮発による組成ズレの問題が少ない[1]。また、

我々は水熱法で作製した(K,Na)NbO3薄膜は分極処理を必要無い自己分極膜があることを前回報告

した[2]。自己分極膜の作製はスパッタ法などでも報告されているが、水熱法で作製した膜は 3 次

元構造の基材にも製膜でき、低温作製のため製膜時の熱歪が少ないため厚膜化できるなどの特徴

を持つ。本研究では、水熱合成法で作製した(KxNa1-x)NbO3膜について、さらなる圧電特性の評価

を行ったので報告する。 

【実験方法】 0.25 gの非晶質 Nb2O5粉末および KOH と NaOHを任意の割合で混合した溶液を

用いて(100)cSrRuO3//(100)SrTiO3基板上に 240Cで(K,Na)NbO3膜を水熱合成法により製膜した。得

られた試料をカンチレバー状に加工し、一端を固定した状態で電圧を印加することで逆圧電効果

により生じるカンチレバーの先端変位と、基板に歪を加えて得られる正圧電応答から圧電定数 e31,f

を決定した。 

【結果と考察】膜厚約 4.5 m の (K0.88Na0.12)NbO3 膜の圧電特性を評価した。図 1 は

(K0.88Na0.12)NbO3膜の小信号応答より測定した逆圧電 e31,fの電界依存性を、図 2は E = 0 kV/cmに

おける残留 e31,fの値 e31,f(r)を各最大電界に対してプロットした図を示す。電界の増加に従い負の電

界方向にシフトしたヒステリシスループが観測され、e31,f(r-)の値は電界を増加させてもほぼ一定の

値であった。よって作製した膜は圧電性の発現に分極処理を必要としないことが分かる。 

当日は、各種の条件で作製した膜の特性について正圧電応答を含めて議論する。 
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Fig. 1 e31,f-E hysteresis loop for 

Pt/(K0.88Na0.12)NbO3//(100)cSrRuO3//(100)SrTiO3 cantilever 
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Fig. 2 Saturated property of e31,f(r) measured 

at each electric cycles. 

(triangles) : e31,f(r+), (circles) : e31,f(r-) 
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